
 

資料１ 

５．学校別の将来推計 

（略） 

 

２．児童・生徒数推計の方法 

つくば市が実施している人口推計（コーホート要因法）を使用し、小学校区単位で

男女別・各歳別の人口を推計し、各歳人口を基に児童・生徒数を推計しました。 

●令和５年(2023 年)10 月１日現在の住民基本台帳人口を基準として、行政区ごと

に推計 

 ●コーホート要因法では、t+1 年の人口は t 年の人口に、人口変動の３要素（出

生・死亡・移動）を乗じて算出 

 t 年 t+1 年 t+2 年 ・・・ 

０歳 N(0 歳 t 年) N(0 歳 t+1 年) N(0 歳 t+2 年) ・・・ 

１歳 N(1 歳 t 年) N(1 歳 t+1 年) N(1 歳 t+2 年) ・・・ 

２歳 N(2 歳 t 年) N(2 歳 t+1 年) N(2 歳 t+2 年) ・・・ 

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

 ※Ｎ(1 歳 t+1 年) ＝ Ｎ(0 歳 t 年) × （生残率＋純移動率） 

※Ｎ(0 歳 t+1 年) ＝ 15～49 歳の女性人口(t+1 年) × 子ども女性比 

●つくば市の現状を反映するため、移動率について行政区ごとに転入・転出に分け

た計算、子ども女性比の行政区ごとの算出及び地域的な補正、TX 沿線開発地区

の移動をビルドアップ曲線への近似で算出、新築マンションの情報反映など、市

独自の考え方を取り入れた推計を実施 

 ●算出した推計値から、学区ごとに、令和 6 年度現在の児童生徒数及び各年齢の未

就学児童数との差異について補正を実施 

 ●小学 6 年生から 7 年生(中学 1 年生)の移行時には、私立・県立中学受験の実績を

考慮して推計 

 ●指定学校変更可能区域による指定学校の変更について実績を考慮して推計 
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